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充
実
し
た
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ

複合型福祉施設「ベルヴェーレの里」

　

今
年
７
月
、
滝
沢
市
大
釜

に
、
滝
沢
市
初
と
な
る
複
合
型

福
祉
施
設「
ベ
ル
ヴ
ェ
ー
レ
の

里
」が
誕
生
し
ま
す
。

　

高
齢
で
介
護
が
必
要
な
方

の
た
め
の「
住
宅
型
有
料
老
人

ホ
ー
ム
」、
食
事
や
安
否
確
認
、

生
活
相
談
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

付
い
た「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
」、
通
い
・
泊
ま
り
・

訪
問
を
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
な

が
ら
、
日
常
生
活
の
支
援
や
機

能
訓
練
を
行
う「
小
規
模
多
機

能
型
介
護
施
設
」
を
併
設
。
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
複

合
型
の
施
設
で
す
。

　

東
京
か
ら
新
幹
線
で
約
２
時

間
半
、
小
岩
井
駅
に
も
ほ
ど
近

く
交
通
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
、

周
囲
に
は
小
岩
井
農
場
な
ど
の

観
光
施
設
も
多
い
立
地
は
、
旅

行
や
散
策
な
ど
、
日
々
を
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
過
ご
し
た
い
シ
ニ
ア

世
代
に
も
最
適
。
ま
さ
に
別
荘

と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
ベ
ル
ヴ
ェ
ー
レ
の
里
で

は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
採
用
。
近
隣
の
医
療
機

関
と
連
携
し
、
訪
問
診
療
や
訪

問
看
護
に
も
対
応
。
行
政
や
自

治
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
と
も

密
接
に
つ
な
が
り
、
地
域
社
会

と
関
わ
り
な
が
ら
、
家
庭
的
な

環
境
の
下
、
安
心
し
て
日
常
生

活
を
送
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
「
で
き
る
だ
け
オ
ー
プ
ン
な

場
所
に
し
て
い
き
た
い
ん
で

す
」
と
話
す
の
は
、
代
表
の
阿

部
勝
則
さ
ん
。
健
康
教
室
を
開

催
し
た
り
、
近
所
の
皆
さ
ん
の

作
品
展
を
開
い
た
り
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
り
…

と
、「
開
か
れ
た
福
祉
施
設
」を

目
指
し
て
い
る
そ
う
。「
理
想

と
す
る
の
は
、
自
分
が
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
過
ご
し
た
い
、
お

「ベルヴェーレの里」の主なサービス内容
●小規模多機能型居宅介護（地域密着型）
●サービス付き高齢者向け住宅 ●住宅型有料老人ホーム
●訪問介護サービス ●居宅介護支援事業
●介護・福祉タクシー ●福祉避難所

「ベルヴェーレ」とは、「見晴らしのよい」という意味。
雄大な岩手山を間近に望む環境も魅力です。

自
然
豊
か
な
環
境
で

認
知
症
予
防
に
最
適

世
話
に
な
り
た
い
と
思
え
る
施

設
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
気
持

ち
を
く
ん
だ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」と
阿

部
さ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
誰

も
が
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
過

ご
し
方
。
新
た
な
施
設
の
誕
生

に
、
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

ベ
ル
ヴ
ェ
ー
レ
の
里
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人
や
女
性
、
地
区
外
の
方
の
入

会
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　

年
会
費
は
４
千
円
で
、
公
民

館
休
館
日
と
火
曜
日
を
除
き
、

午
後
１
時
〜
５
時
ま
で
毎
日
利

用
で
き
ま
す
。
平
均
す
る
と
毎

日
20
人
前
後
が
利
用
し
て
い
る

そ
う
で
、
好
き
な
対
戦
相
手
と

対
局
を
楽
し
め
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
に
は
最
適
と
い

う
こ
と
で
、
会
で
は
高
齢
者
の

交
流
を
重
視
し
て
お
り
、
年
に

１
回
は
泊
ま
り
が
け
で
近
く
の

温
泉
に
行
き
囲
碁
交
流
も
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
月
に
１
回
は
大
会
を
開

催
し
て
お
り
、
会
員
以
外
の
方

も
参
加
で
き
ま
す
。

　

見
前
公
民
館
囲
碁
同
好
会

（
藤
沢
佐
登
志
会
長
）
は
盛
岡

市
内
で
も
活
発
な
会
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
ご
ろ
発
足
し
、
現

在
会
員
は
65
人
。
定
年
退
職
者

が
多
く
、
年
齢
は
50
歳
か
ら
86

歳
。
段
位
、
級
位
を
持
つ
人
も

い
て
女
性
は
１
人
、
入
会
に
は

何
の
制
限
も
な
い
の
で
、
若
い

活
発
な
交
流
を
続
け
る

見
前
公
民
館
囲
碁
同
好
会

囲碁を楽しむ藤沢佐登志会長
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子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅

広
い
年
代
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し

む「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
同

好
会
」。
２
０
１
２
年
５
月
か

ら
活
動
を
始
め
、
会
員
は
今
や

60
余
人
。
毎
週
金
曜
日
、
盛
岡

市
立
河
北
小
学
校
体
育
館
に
幼

児
か
ら
中
・
高
校
生
、
シ
ニ
ア

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
の
子
ど
も
た
ち
は
ゲ
ー

ム
や
ネ
ッ
ト
に
夢
中
で
家
に
閉

じ
こ
も
り
が
ち
。
外
で
遊
ん
だ

り
人
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
会
の
活
動
が
、
子
ど
も
を
は

じ
め
多
様
な
世
代
の
交
流
の
場

に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
」と
代
表
の
千
田
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

　

同
会
は
常
時
会
員
募
集
中
。

も
ち
ろ
ん
シ
ニ
ア
世
代
も
大
歓

迎
で
す
。
年
齢
制
限
な
し
！

●
活
動
日
／
毎
週
金
曜

●
参
加
費
／
無
料

●
問
い
合
わ
せ（
千
田
）

℡
0
8
0-

2
8
0
9-

6
7
1
9ふれあいバスケット同好会には幅広い年齢層が集まっています。

写真は東京オートサロン出展車輌「エア・スライド・ゲート
システム」は販売モデルではオプション設定となっています。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
参
加
無
料

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

初
心
者
も
シ
ニ
ア
も
３
世
代
で
楽
し
も
う

　

ス
ズ
キ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
、
ジ
ム
ニ
ー
な
ど
の
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
モ
デ
ル
も
数
多
く
手
が

け
る「
エ
ヌ
ズ
・
ス
テ
ー
ジ
」

が
、
人
気
の
軽
R
V
車「
ハ
ス

ラ
ー
」を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
仕
様
の
コ
ン

セ
プ
ト
カ
ー
「
ハ
ス
ラ
ー 

エ

ヌ
ズ
リ
ミ
テ
ッ
ド〝
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
マ
ス
タ
ー
〞」を
発
表
。
日

本
最
大
級
の
カ
ス
タ
ム
カ
ー
イ

ベ
ン
ト「
東
京
オ
ー
ト
サ
ロ
ン

２
０
１
６
」
に
も
出
展
し
、
大

き
な
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
「
ク
ル
マ
ア
ソ
ビ
」
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ツ
ー
ル
ブ
ラ
ン
ド「
ソ
ウ
ル
ズ
」

　

ほ
か
に
も
360
度
の
L
E
D

ラ
イ
ト
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
ロ
ッ
ド

（
竿
）
が
収
納
可
能
な
ロ
ッ
ド

ホ
ル
ダ
ー
を
搭
載
す
る
な
ど

「
釣
り
を
と
こ
と
ん
楽
し
む
」

機
能
が
満
載
で
す
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
を

ベ
ー
ス
に
し
た
一
般
販
売
用

モ
デ
ル
も
販
売
。
も
ち
ろ
ん
、

ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
合
わ
せ
た

細
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
。
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
か
わ
い
ら
し
い

フ
ォ
ル
ム
の
ハ
ス
ラ
ー
を
、
オ

フ
ロ
ー
ド
も
走
破
可
能
の
ワ
イ

ル
ド
な
本
格
R
V
に
変
身
さ

せ
ま
し
た
。

　
〝
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
〞

の
最
大
の
特
徴
は「
エ
ア
・
ス

ラ
イ
ド
・
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」。

油
圧
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
で
車
の
後

部
を
60
セ
ン
チ
せ
り
出
さ
せ

る
こ
と
で
、
ラ
ゲ
ッ
ジ
ス
ペ
ー

ス
を
拡
張
。
足
を
伸
ば
し
て
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

早
朝
や
夜
中
の
釣
り
で
の
車

中
泊
、
休
憩
も
快
適
に
な
り
ま

す
。

　

釣
り
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し

む
時
間
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た

い
、
他
に
は
無
い
、
ユ
ニ
ー
ク

で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
車
が
欲

し
い
と
い
う
人
、
ま
ず
は「
エ

ヌ
ズ
・
ス
テ
ー
ジ
」
で
、
カ
ス

タ
ム
カ
ー
の
魅
力
を
体
感
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

ス
ズ
キ
ア
リ
ー
ナ 

エ
ヌ
ズ
・

ス
テ
ー
ジ 

盛
岡

盛
岡
市
三
本
柳
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「
釣
り
好
き
」の
た
め
の

本
気
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

人
気
の
ハ
ス
ラ
ー
が
、

ワ
イ
ル
ド
な

本
格
R
V
に
変
身

車
中
泊
も
快
適
「
エ

ア
・
ス
ラ
イ
ド
・
ゲ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
」

いわてシニアネット便り《4月の西部公民館パソコン教室》
いわてシニアネットは毎週1回 盛岡市
天昌寺町の事務所内でIT講習会を開催
して皆様の疑問質問にお答えします。
お気軽にご来場ください。

●パソコン・タブレット　お助け相談会 
 9日（土）22日（金）10時～12時・13時～15時
●じっくり学ぶパソコン教室「初めてのタブレット端末」
 19日（火）10時～15時（12日（火）10時から申込受付）

NPO法人いわてシニアネット　〒020-0136　盛岡市天昌寺町1-60　☎ 019-681-6160　Eメール isn@mbr.sphere.ne.jp

【お問い合わせ】 西部公民館☎019-643-2288

ま
で
年
代
は
幅
広

く
、
最
年
少
は
な
ん

と
２
歳
。
リ
ン
グ
を

低
く
設
定
し
た
り
、

10
人
対
10
人
の
大
人

数
で
の
試
合
形
式
に

す
る
な
ど
、
子
ど
も

も
初
心
者
も
一
緒
に

楽
し
め
る
よ
う
工
夫



大 人のための情報 紙  シニアズ（3）2016 年 3月27日（日）【 4月号 】

　
キ
メ
カ
ジ
＝
ラ
フ
に
も
フ
ォ
ー

マ
ル
に
も
な
り
す
ぎ
な
い
、キ

マ
っ
て
い
る
大
人
カ
ジ
ュ
ア
ル
。

　

今
回
の
主
役
は
、春
夏
お
す

す
め
の
白
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
す
。

フ
ォ
ー
マ
ル
な
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
白
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
す
が
、合

わ
せ
る
イ
ン
ナ
ー
や
小
物
で
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ス

タ
イ
ル
に
な
り
ま
す
。

　

綿
と
麻
を
組
み
合
わ
せ
た
厳

選
素
材
の
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
は
、型
く
ず
れ
し
に
く
く
、清

涼
感
の
あ
る
手
触
り
が
特
徴
。

裏
パ
イ
ピ
ン
グ
仕
様
で
汗
を
素

早
く
吸
収
し
、快
適
な
着
心
地

を
持
続
し
ま
す
。
機
能
性
に
富

ん
で
い
て
、シ
ニ
ア
ズ
世
代
に

も
嬉
し
い
一
枚
で
す
。

　

黒
の
ボ
ト
ム
ス
は
、仙
台
の

ア
パ
レ
ル
企
業
と
イ
タ
リ
ア
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の
も
の
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
履
き
心
地
な

の
に
ス
マ
ー
ト
な
シ
ル
エ
ッ
ト
。

旬
の
イ
タ
リ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
を

気
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
一
枚

で
、幅
広
い
世
代
に
人
気
で
す
。

カ
ッ
コ
つ
け
て
る
と
思
わ
れ
そ

う
…
と
敬
遠
し
て
し
ま
う
方
も

い
る
ハ
ッ
ト
は
、キ
メ
カ
ジ
の

　

今
回
は
春
の
陽
の
光
に
映
え

る
、
藍
染
作
品
第
二
弾
。
春
の

ハ
ー
フ
コ
ー
ト
の
ご
紹
介
で
す
。

　

大
胆
な
絞
り
の
柄
が
入
っ

た
粗
薄
生
地
の
藍
染
は
、明
治

の
頃
よ
り
藍
を
建
て
100
余
年

の
歴
史
を
持
つ「
染
屋
た
き
う

ら
」の
逸
品
。
タ
デ
科
の
藍
草

の
、す
く
も（
藍
の
葉
を
発
酵
・

熟
成
さ
せ
た
染
料
）を
使
っ
た

「
古こ
ほ
う
あ
く
み
ず
は
っ
こ
う
だ

法
木
灰
水
発
酵
建
て
」
と

い
う
方
法
で
染
め
液
を
作
り
、

こ
れ
に
繰
り
返
し
何
度
も
生
地

を
浸
す
伝
統
的
な
技
法
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

染
屋
た
き
う
ら
で
は
、藍
の

濃
淡
に
よ
っ
て
13
段
階
も
の
名

前
を
付
け
て
い
ま
す
。
こ
の
色

の
名
は「
納な
ん
ど戸
」。
緑
色
を
帯
び

た
深
い
青
、世
界
に
誇
る
日
本

独
特
の
色
で
す
。

　

コ
ー
ト
の
裾
に
は
た
っ
ぷ
り

フ
レ
ア
ー
を
入
れ
て
い
る
の
で
、

羽
織
り
や
す
く
、気
に
な
る
身

体
の
ラ
イ
ン
を
優
し
く
カ
バ
ー

し
て
く
れ
ま
す
。
袖
口
は
小
粋

に
折
り
、藍
に
合
わ
せ
た
ボ
タ

ン
で
留
め
て
あ
り
ま
す
。
拘
り

は
染
め
上
げ
た
生
地
の
裏
面
を

必
須
ア
イ
テ
ム
。
第
一
印
象
の

決
め
手
と
な
る
顔
周
り
だ
か
ら

こ
そ
、自
分
に
合
う
キ
レ
イ
め

の
ハ
ッ
ト
を
一
つ
選
ん
で
、お
洒

落
を
楽
し
む
の
も
〇
。
日
差
し

が
強
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

キ
メ
カ
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
は「
キ

メ
」過
ぎ
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
役
に
立
つ
の
が
ス
リ
ッ

ポ
ン
。紐
も
留
め
具
も
無
い
、履

き
や
す
い
靴
の
代
表
格
で
す
。

素
材
は
パ
ン
チ
ン
グ
加
工
の
合

皮
な
の
で
、柔
ら
か
な
光
沢
が

適
度
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
ダ
ウ
ン
と

な
り
、全
体
の
装
い
と
マ
ッ
チ

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、ス
ト
ー
ル
は

ふ
ん
わ
り
、袖
口
は
さ
り
気
な

く
捲ま
く
っ
て
シ
ャ
ツ
の
柄
を
見
せ

る
…
等
、ち
ょ
い
出
し
カ
ジ
ュ
ア

ル
が
キ
メ
過
ぎ
な
い
コ
ツ
で
す
。

　

外
で
の
作
業
が
多
い
仕
事
柄
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
動
き
や
す
さ

最
優
先
だ
っ
た
と
い
う
高
橋
さ

ん
。た
ま
に
は「
自
分
じ
ゃ
な
い

み
た
い
」な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

を
試
す
の
も
若
さ
の
秘
訣
で
す
。

こ
の
春
挑
戦
し
て
み
て
は
。

株
式
会
社
川
徳
ア
ネ
ッ
ク
ス
店 

府
金
克
典

あ.

え.

て.

表
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

藍
染
の
裏
面
は
絞
り
の
際き
わ
部
分

に
柔
ら
か
な
ぼ
か
し
が
入
る
の

で
、大
き
い
柄
で
も
浮
か
ず
に

馴
染
ん 

で
い
ま
す
。

　

ボ
ト
ム
ス
は
履
き
心
地
の
良

い
２
Ｗ
Ａ
Ｙ
ス
ト
レ
ッ
チ
の
デ

ニ
ム
風
生
地
。
ウ
エ
ス
ト
部
分

は
ゴ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

旅
行
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
季
節
に
も
役
立

ち
ま
す
。
所
々
、縦
に
約
20
㎝

の
ピ
ン
タ
ッ
ク
を
施
し
た
、シ

ン
プ
ル
な
中
に
セ
ン
ス
が
光
る

大
人
デ
ニ
ム
で
す
。

　

藍
染
に
限
ら
ず
、春
コ
ー
ト

の
着
こ
な
し
ポ
イ
ン
ト
は「
羽

織
る
」。
イ
ン
ナ
ー
を
縦
の
ラ

イ
ン
で
見
せ
る
こ
と
で
、軽
や

か
に
、ス
タ
イ
ル
よ
く
全
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
ま
す
。
ふ
ん

わ
り
と
し
た
コ
ー
ト
に
は
細
め

の
ボ
ト
ム
ス
が
ベ
ス
ト
で
す
。

地
場
産
、良
質
、好
き
な
も
の
。

三
拍
子
揃
っ
た
大
人
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
、お
出
か
け
が
楽
し

く
な
り
そ
う
で
す
ね
。

オ
ー
ト
・
ク
チ
ュ
ー
ル
ふ
ね
ぇ
と
る

オ
ー
ナ
ー　
藤
原
孝
子
さ
ん

たまにはキメカジ
キテます白ジャケット

高橋 郁太郎さん　薪・ペレットストーブ専門店 グリーングローブ 代表

稲田攝子さん（80歳）

モテ爺 Dandyism

ファッションの窓
春に花咲く絞り藍染めハーフコート

白のジャケットは、デニム
やペールトーン（淡い薄めの
色）のボトムスでもセンス良
く合わせられる、春夏の注
目アイテムです。

藍染のコートには白の
インナーがお勧めです
が、お好みに合わせて
着回しを楽しめるのが
藍染の魅力です。稲田
さんは大好きな帽子で
自分らしさを表現して
います。

衣装提供　アネックスカワトク
2F COMME CA ISM　Ｍ・Ａ・Ｇ
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そ
の
魅
力
を
料
理
で
伝
え
て

い
る
、
ス
テ
ー
キ
・
鉄
板
料
理　

和
か
な
の
総
料
理
長 

永
田
峰

人
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　
「
赤
べ
こ
」
の
愛
称
で
も
知

ら
れ
る
短
角
牛
の
ル
ー
ツ
は
、

南
部
藩
時
代
に
物
資
輸
送
の
為

空
気
を
体
い
っ
ぱ
い
に
受
け

る
。
田
村
牧
場
の
短
角
牛
は
岩

手
の
自
然
そ
の
も
の
で
す
。

　

短
角
牛
は
脂
肪
分
が
少
な
い

良
質
な
赤
身
肉
。
旨
み
の
元
と

な
る
ア
ミ
ノ
酸
が
た
っ
ぷ
り
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
噛
め
ば
噛

む
ほ
ど
牛
本
来
の
呈て
い
み味
が
口

い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
ま
す
。
ヘ
ル

シ
ー
で
食
べ
飽
き
な
い
深
い
味

わ
い
か
ら
年
々
人
気
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

モ
モ
・
ロ
ー
ス
・
ラ
ン
プ
等
、

部
位
に
よ
っ
て
異
な
る
美
味
し

さ
の
ピ
ー
ク
を
見
極
め
、
季
節

に
よ
っ
て
変
化
す
る
肉
の
味
わ

い
に
合
わ
せ
調
理
す
る
。
火
入

れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
・
焼
き
加
減

を
、
部
位
や
食
べ
る
人
に
合
わ

飼
わ
れ
て
い
た
屈
強
な
南
部
牛

で
す
。
明
治
以
降
に
米
国
か
ら

輸
入
さ
れ
た
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ン

種
と
の
交
雑
・
改
良
を
重
ね
て
、

現
在
の「
日
本
短
角
種
」
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
岩
手
で
は
主
に

県
北
沿
岸
地
域
で
飼
育
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

和
か
な
で
一
頭
丸
ご
と
仕
入

れ
て
い
る
久
慈
市
の
田
村
牧
場

で
は
、
牛
本
来
の
生
き
方
を
尊

重
し
た「
周
年
放
牧
」
で
育
て

て
い
ま
す
。
緑
の
季
節
は
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
た
っ
ぷ
り

の
青
草
を
食は

み
、
白
銀
の
季
節

は
、
完
全
自
家
製
の
地
元
産
飼

料
で
栄
養
を
蓄
え
る
。
広
々
と

し
た
草
原
・
山
の
傾
斜
で
足
腰

を
鍛
え
、
四
季
折
々
の
澄
ん
だ

せ
る
。
一
頭
丸
ご
と
捨
て
る
こ

と
な
く
、
料
理
に
情
熱
を
注
ぐ

の
は
、
お
客
様
に
最
良
の
一
品

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。
そ

し
て
、
我
が
子
の
よ
う
に
牛
を

育
ん
だ
生
産
者
の
想
い
を
受
け

て
い
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

料
理
で
伝
え
き
れ
な
い
部
分

は
、
熱
々
の
鉄
板
を
は
さ
ん
で

生
ま
れ
る
お
客
様
と
の
会
話
の

中
で
。
ま
さ
に
生
命
の
力
強
さ

そ
の
も
の
を
い
た
だ
く
と
い
う

こ
と
、
短
角
牛
の
魅
力
す
べ
て

を
伝
え
た
い
、
そ
れ
が
永
田
さ

ん
の
想
い
で
す
。

　

良
質
な
も
の
が
健
康
な
身
体

岩
手
の
自
然
を
い
た
だ
く
贅
沢

生
産
量
日
本
一
を
誇
る

岩
手
の
短
角
牛

ス
テ
ー
キ
・
鉄
板
料
理 

和
か
な

総料理長 永田峰人さん「美味しいものを
食べてもらいたい」と笑顔がこぼれる。

季節の変化によって変わる肉の味わいを、お客様の
好みに合わせて最高のかたちで提供します。

周年放牧で育てる田村牧場の短角牛

宮古市

 

「
安
心
」を
お
届
け  

い
わ
て
生
協
の「
夕
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

「
安
心
」の
そ
の
理
由
⑤ 

無
理
せ
ず
、お
い
し
く「
減
塩
」で
き
る

ま
ず
は「
５
日
間
お
試
し
」か
ら
生
協
の「
夕
食
宅
配
」で

「
お
い
し
い
減
塩
食
」始
め
ま
せ
ん
か
？

　

健
康
を
維
持
す
る
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
「
減
塩
」
が
一
般

的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

塩
（
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
は
本

来
、
体
液
や
循
環
の
調
節
に
欠

か
せ
な
い
物
質
。
し
か
し
大
量

に
摂
取
す
る
と
血
圧
が
上
が

り
、
脳
卒
中
や
高
血
圧
を
引
き

起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
減
塩
ブ
ー
ム
」
に
よ
り
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
日
本

人
の
食
塩
摂
取
量
は
、
世
界
的

に
見
る
と
ま
だ
ま
だ
多
い
状

態
。
な
か
で
も
岩
手
県
は
、
1

日
平
均
の
食
塩
摂
取
量
が
全
国

で
も
っ
と
も
高
く
、
そ
れ
が

「
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
ワ
ー

ス
ト
１
位
」
に
も
大
き
く
関
連

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　

る
「
減
塩
食
」
を
作
る
の
も
大

変
だ
し
飽
き
て
し
ま
う
…
。

　

そ
ん
な
人
に
お
す
す
め
し
た

い
の
が
、
い
わ
て
生
協
の
「
夕

食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」。
専
属
の

栄
養
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

凝
ら
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
取

れ
た
、
多
彩
な
減
塩
メ
ニ
ュ
ー

を
考
案
。
味
や
食
感
に
も
こ
だ

わ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
「
お
い
し
い
減
塩
食
」
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
と
は
い
え
、

や
っ
ぱ
り
食
事
は
お
い
し
く
食

べ
た
い
も
の
。
少
し
ず
つ
減
塩

に
慣
れ
る
た
め
に
も
、
３
食
の

う
ち
１
食
を
「
夕
食
宅
配
」
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ま
ず
は

「
５
日
間
お
試
し
」
で
、
気
軽

に
減
塩
生
活
を
始
め
ま
し
ょ

う
！

　

０
１
２
０

－

１
９
４

－

５
０
２

「
も
の
た
り
な
い
」を

感
じ
さ
せ
な
い
調
理

の
工
夫
で
、
無
理
な

く
減
塩

岩
手
は
「
死
亡
率

ワ
ー
ス
ト
1
位
」
脳

卒
中
を
引
き
起
こ
す

「
塩
分
過
多
」

　

減
塩
は
し
た
い
け
ど
、
薄
い

味
付
け
は
物
足
り
な
い
。
か
と

い
っ
て
、
だ
し
や
酢
を
代
用
す

を
つ
く
る
。
心
か
ら
の
贅
沢
を

味
わ
い
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

ス
テ
ー
キ
・
鉄
板
料
理
和
か
な

盛
岡
市
大
沢
川
原
1
丁
目
3-

33

℡
0
1
9)

6
5
3(

3
3
3
3
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簡
単
な
ノ
ミ
・
マ
ダ
ニ
予
防
薬

動
物
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
山
手
先
生
が
ご
紹
介

　

暖
か
く
な
り
、
マ
ダ
ニ
の

出
る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
マ
ダ
ニ
は
日
本
全
国
に
生

息
し
、
森
や
林
、
公
園
や
草
む

ら
、
庭
の
芝
生
に
も
潜
伏
し
て

い
ま
す
。
マ
ダ
ニ
は
犬
の
バ
ベ

シ
ア
症
、
人
に
も
発
症
す
る

S
F
T
S
（
重
症
熱
性
血
小
板

減
少
症
候
群
）
な
ど
の
感
染
症

を
媒
介
す
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
ノ
ミ
は
気
温
13
度
以

上
の
環
境
で
あ
れ
ば
繁
殖
可
能

な
の
で
、
冬
の
間
も
室
内
で
は

油
断
で
き
ま
せ
ん
。
ノ
ミ
に
吸

血
さ
れ
る
と
、
激
し
い
か
ゆ
み

や
ノ
ミ
ア
レ
ル
ギ
ー
皮
膚
炎
を

起
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

犬
や
猫
の
ペ
ッ
ト
の
ノ
ミ
・

マ
ダ
ニ
予
防
は
、
飼
い
主
の
健

康
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。
こ

れ
ま
で
ペ
ッ
ト
の
首
の
後
ろ
に

液
剤
を
た
ら
す
ス
ポ
ッ
ト
タ
イ

プ
の
投
薬
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
錠
剤
や
お
や
つ
タ
イ
プ
で

経
口
投
与
す
る
も
の
、
３
ヶ
月

に
１
回
で
済
む
も
の
も
あ
り
投

薬
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
効
果
が
速
や
か
に
全
身

に
広
が
り
必
要
量
を
確
実
に
与

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ッ

ト
タ
イ
プ
と
は
違
い
、
皮
膚
へ

の
刺
激
や
匂
い
も
な
く
、
液
剤

が
飼
い
主
に
付
か
な
い
の
で
、

人
に
も
ペ
ッ
ト
に
も
負
担
の
少

な
い
投
与
法
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
新
し
い
便
利

な
薬
が
あ
る
の
で
、
動
物
病
院

で
ぜ
ひ
ご
相
談
を
。

「
山
手
先
生
の
動
物
の
こ
と
」
３
月
分
放
送
よ
り

　

今
回
と
次
号
で
も
う
少
し
血

圧
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
血
圧
は
な
ぜ
治
療
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
治
療
の
目
的
は
、
高
血
圧
の

持
続
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

心
臓
や
血
管
の
障
害
に
よ
る
合

併
症
（
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
な

ど
）
の
発
症
と
、
そ
れ
ら
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
機
能

障
害
や
最
終
的
に
は
死
亡
す
る

割
合
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

心
臓
は
ポ
ン
プ
の
作
用
を
行
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
絶
え

ず
い
ろ
い
ろ
な
器
官
・
組
織
に

血
液
を
送
っ
て
酸
素
と
栄
養
を

与
え
て
い
ま
す
。
血
圧
は
、
今

ま
で
に
も
述
べ
て
い
ま
す
が
、

『
血
管
の
壁
に
与
え
る
血
液
の

圧
力
』
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
の
圧
力
は
以
下
の
2
つ
に

よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

血
圧
＝
心
臓
か
ら
送
り
出
さ

れ
る
血
液
の
量
（
心
拍
出
量
）　

× 

末
梢
血
管
で
の
血
液
の
流

れ
に
く
さ
（
末
梢
血
管
抵
抗
）

　

庭
に
ホ
ー
ス
で
水
を
ま
く
こ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ス
の
水
を
勢
い
よ
く
飛
ば

す
た
め
に
、
先
端
を
つ
ぶ
し

て
持
つ
事
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
つ
ぶ
し
て
い
る
状
態

が
『
抵
抗
』
で
す
。
抵
抗
が
存

在
す
る
と
、
庭
の
い
ろ
い
ろ
な

場
所
の
水
を
確
保
す
る
た
め
に

蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
水
量
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の

抵
抗
か
ら
先
の
所
に
は
勢
い
よ

く
水
が
流
れ
る
こ
と
も
よ
く
わ

か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
を
身
体
に
置
き
換
え
る

と
、
動
脈
硬
化
部
よ
り
先
は
圧

力
が
か
か
り
や
す
い
状
況
と
な

り
、
当
然
心
臓
が
働
い
て
血
圧

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
だ

け
心
臓
が
余
計
な
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
の
で
す
。

い
わ
て
医
療
通
信

高
血
圧
治
療
目
的
は
？

膝
の
痛
み
解
決
法
は

医療
岩手医科大学

脳
卒
中
に
影
響
を
与
え
る
疾
患
①

11.1
g
）
が
男
女
と
も
に
、
全
国

ワ
ー
ス
ト
１
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
で
す
。
食
生
活
の
改
善
を

本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
歌
手
の
西

城
秀
樹
さ
ん
や
元
N
H
K
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
川
静
雄
さ
ん

を
迎
え
て
、
減
塩
の
意
識
を
高

め
る
活
動
を
展
開
中
で
す
。

　
「
そ
ん
な
に
塩
分
を
摂
っ
て

い
な
い
」と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
実
は「
塩
加
減
が
良
い
、

塩
あ
ん
ば
い
が
良
い
…
」と
言

う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
塩
は

料
理
の
味
を
美
味
し
く
引
き
立

て
て
く
れ
ま
す
。
焼
き
魚
や
オ

ニ
ギ
リ
に
少
し
の
塩
を
振
る
だ

け
で
、
抜
群
の
味
に
な
る
こ
と

は
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
塩
分
の
摂
り
過
ぎ
は
高

血
圧
を
招
き
ま
す
。
高
血
圧
は

血
管
壁
を
も
ろ
く
し
、
脳
血
管

障
害（
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
ク

モ
膜
下
出
血
）を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
り
ま
す
。
以
下
の
減

塩
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、
今
日

か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
塩
分
摂
取
量
の
目
標
値
は

昨
年
改
定
さ
れ
、
男
性
は
１
g

減
っ
て
８
g
未
満
、
女
性
は

0.5
g
減
っ
て
７
g
未
満
、
高

血
圧
の
方
６
g
未
満
と
な
っ

て
い
ま
す
。

塩
分
を
上
手
に
減
ら
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

①
味
噌
汁
は
一
日
１
回
、
90
㏄

し
ゃ
も
じ
で
１
つ
に
減
ら
す

（
こ
れ
で
塩
分
約
１
g
減
）。

②
か
つ
お
節
や
煮
干
し
等
で
出

汁
を
と
る（
旨
味
と
香
り
で
薄

味
で
も
美
味
し
い
）。

③
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
出
汁

代
わ
り
に
す
る
。
牛
乳
の
旨
味

で
、
味
噌
、
醤
油
の
量
を
減
ら

す
こ
と
が
可
能（
鯖
の
牛
乳
入

り
味
噌
煮
、
ワ
カ
メ
と
ネ
ギ
の

ヨ
ー
グ
ル
ト
味
噌
汁
）。

④
漬
物（
塩
分
2.5
〜
3.0
％
）
を

減
ら
す
。
サ
ラ
ダ
風
漬
物
に
変

え
る（
野
菜
に
根
生
姜
、
青
じ

そ
、
ゴ
マ
、
レ
モ
ン
等
を
入
れ
、

重
量
の
１
％
の
塩
で
和
え
る
）。

⑤
酢
、
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
を

利
用（
焼
き
魚
に
レ
モ
ン
汁
を

　

岩
手
県
は

２
年
前
よ

り
、
毎
月
の

28
日
を「
い

わ
て
減
塩
・

適
塩
の
日
」

と
定
め
て
お

り
ま
す
。
と

言
う
の
も
、

岩
手
県
は
脳

血
管
疾
患
の

死
亡
率
と
塩

分
摂
取
量

（
平
成
24
年

の
調
査
で
は

男
性
の
平
均

が
12.9
g
、
女

性
の
平
均
が

岩手県は全国ワースト１

１
図
や
２
図
の
状
態
で
膝
に
力

を
込
め
る
と
膝
の
靭
帯
や
筋

肉
、
腱
の
損
傷
、
炎
症
、
膝
蓋

骨
の
亜
脱
臼
等
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た

が
何
度
も
膝
を
痛
め
て
し
ま
い

長
年
治
ら
な
い
な
ら
、
日
常
生

活
の
動
き
方
や
姿
勢
の
ク
セ
や

筋
力
不
足
、
柔
軟
性
の
不
足
に

よ
り
１
図
や
２
図
の
様
な
姿
勢

や
動
き
方
を
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

自
分
で
で
き
る
解
決
法
と
し
て

次
の
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
筋
力
不
足
に
は
ス
ク
ワ
ッ
ト

②
膝
、
足
首
の
柔
軟
性
不
足
に

は
ス
ト
レ
ッ
チ

③
姿
勢
や
動
き
方
が
悪
い
人
は

姿
勢
を
正
す
よ
う
に
常
に
気
を

つ
け
る
。

月
が
丘
関
節
調
整
院院

長 

楠
山
卓

脳血管疾患の死亡率と塩分摂取量

か
け
る
と
生
臭
み
が
消
え
る
）。

⑥
麺
類
の
ス
ー
プ
は
な
る
べ
く

飲
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑦
塩
分
の
排
出
を
す
る
働
き

の
あ
る
K（
カ
リ
ウ
ム
）を
豊

富
に
含
む
野
菜（
ト
マ
ト
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
）
や
果
物（
バ
ナ
ナ
、
キ
ウ

イ
）を
し
っ
か
り
食
べ
る
。

　
　

管
理
栄
養
士　

菊
池
洋
子

外
側
潰
れ
る

内
側
潰
れ
る

正
常

１図２図３図

品名 塩分量g コメント
醤油ラーメン 5.0 ～ 6.0 汁は飲まないようにする
かけそば 5.0 ～ 6.0 汁は飲まないようにする

寿司8貫 2.5 ～ 5.0 つけ醤油は少しに。ガリ、味噌汁は食べない。

コンビニオニギリ 1.2 ～ 1.4 2ケで約3g。Kの多い野菜・果物をプラスする
いなり寿司3ケ 2.1

牛丼（並盛） 2.6 紅生姜は食べずつゆだく
にしない。

和風タラコパスタ 6.0 高血圧の人の塩分6gを、
1食でオーバー

外食の塩分量目安　一般的な目安として参考にしてください

美味しい新メニュー、三陸温麺が登場しました。どうぞ!!

美食パスタ・椿の森Mini（陸前高田工場直営店レストラン）
盛岡市中ノ橋通1丁目5-2 唐たけし記念館1階   ☎019-622-9888

三
陸
温
麺
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鉈屋町第一松寿会

60
代
会
員
が
活
動
に
協
力

震
災
被
災
者
を
サ
ポ
ー
ト

復
興
推
進
し
ぇ
あ
ハ
ー
ト
村
の
小
田
中
さ
ん

し
て
登
録
。
先
輩
た
ち
が
活
動

し
や
す
い
よ
う
に
、
役
員
を
引

き
受
け
運
営
に
関
わ
る
な
ど
、

昔
な
が
ら
の
助
け
合
い
の
心
が

根
付
い
て
い
ま
す
。

　

近
く
の
大
慈
寺
小
学
校
の
児

童
と
は
、
冬
の
も
ち
つ
き
、
夏

の
流
し
そ
う
め
ん
、
秋
に
は
焼

き
芋
や
芋
の
子
汁
な
ど
、
三
世

代
交
流
の
行
事
も
恒
例
で
す
。

　

日
帰
り
バ
ス
旅
行
も
多
く
の

会
員
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行

事
で
、
乳
頭
温
泉
郷
や
、
花
巻

の
山
の
神
温
泉
な
ど
の
ほ
か
、

道
の
駅
や
産
直
へ
の
立
ち
寄
り

が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

小
川
力
会
長

会
員
47
人
・
昭
和
38
年
創
立

　

城
下
町
盛
岡
の
古
い
町
並
み

が
残
る
鉈
屋
町
内
に
は
、
か
つ

て
２
つ
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
こ
の
会
だ
け

で
す
。
17
年
前
、
解
散
の
危
機

に
陥
っ
た
会
の
再
生
の
た
め
、

会
長
に
つ
い
た
小
川
さ
ん
。
以

来
会
長
を
務
め
、
今
年
２
月
の

盛
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
会

長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

会
の
行
事
に
実
際
に
参
加
す

る
会
員
は
、
70
代
後
半
か
ら
80

代
が
中
心
で
す
が
、
近
年
60
代

の
若
い
会
員
も
サ
ポ
ー
ト
役
と

昨年 5月のバス旅行は休暇村乳頭温泉郷

無理することなく身体を動かすことができます。

小田中由美子さん（69）

ガ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
肩
こ
り
・

腰
痛
予
防
の
体
操
な
ど
を
実

施
。
無
理
す
る
こ
と
な
く
定
期

的
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
い
、
心
の

健
康
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

誰
で
も
気
軽
に
運
動
に
参
加

で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

拠
点
を
増
や
す
事
が
も
り
ス
ポ

ネ
ッ
ト
の
大
き
な
役
割
で
す
。

「
高
松
地
区
保
健
セ
ン
タ
ー
」

４
月
５
日
〜
毎
週
火
曜
日

「
仁
王
地
区
活
動
セ
ン
タ
ー
」

５
月
９
日
〜
毎
週
月
曜
日

い
ず
れ
も
13
時
半
〜
15
時

参
加
費
１
回
三
百
円

も
り
ス
ポ
ネ
ッ
ト
事
務
局

℡
0
1
9（
6
6
3
）9
2
8
0

年
設
立
さ
れ
ま
し
た
。「
運
動
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
盛
岡
市
の

長
寿
社
会
課
や
保
健
所
と
連
携

し
な
が
ら
健
康
寿
命
の
延
伸
や

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

の
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
春
か
ら
は
じ
ま
る
「
笑

顔
ひ
ま
わ
り
・
高
松
教
室
」
で

は
、
週
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
で
ヨ

か
け
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
地
元
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
５
団
体
が
一
つ
と
な
り
、
昨

　
「
多
世
代

の
皆
さ
ん
が

毎
日
の
生
活

を
明
る
く
健

康
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
」

と
誕
生
し
た

の
が
、
盛
岡

市
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
連
絡

協
議
会
、
通

称
〝
も
り
ス

ポ
ネ
ッ
ト
〞

で
、
多
数
の

参
加
を
呼
び

“もりスポネット”が誕生
健康と地域コミュニティづくりに

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
ー
す
」

「
こ
ん
に
ち
は
ー
」「
さ
よ
う
な

ら
ー
」、
週
に
５
日
、
午
前
10

時
前
か
ら
夕
方
６
時
過
ぎ
ま

き
め
細
か
な
復
興
推
進
に
取
り

組
む
た
め
に
設
置
さ
れ
た
複
合

的
拠
点
施
設
で
す
。

　

小
田
中
さ
ん
は
交
流
棟
で
世

話
係
と
し
て
勤
め
て
お
り
、
お

客
の
応
対
、
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
編
み
物
教
室
の
お
手
伝
い

な
ど
大
忙
し
で
す
。

　

紫
波
町
上
平
沢
生
ま
れ
で
、

中
学
校
卒
業
後
、
ゴ
ル
フ
場
の

キ
ャ
デ
ィ
を
は
じ
め
多
岐
に
わ

た
る
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
き
ら
ら
な
街
盛
岡

を
創
る
会
」立
ち
上
げ
に
参
加
、

事
務
局
に
。
東
日
本
大
震
災
後

に
「
モ
ー
リ
オ
の
空
」
を
つ
く

り
事
務
局
を
担
当
、
盛
岡
で
被

災
者
を
応
援
す
る
活
動
や
子
供

の
学
び
募
金
へ
益
金
を
寄
付
す

る
た
め
、
お
茶
会
な
ど
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

で
、
盛
岡
市
本
宮
に
あ
る
「
も

り
お
か
復
興
推
進
し
ぇ
あ
ハ
ー

ト
村
」
に
、
明
る
く
元
気
な
声

が
響
き
渡
り
ま
す
。
そ
の
声
の

主
は
、
小
田
中
由
美
子
さ
ん
。

　

こ
の
「
し
ぇ
あ
ハ
ー
ト
村
」

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
進
学

の
た
め
に
盛
岡
市
へ
転
入
し
て

く
る
学
生
に
無
償
で
居
所
を
提

供
す
る
「
復
興
支
援
学
生
寮
」

や
、
復
興
支
援
団
体
の
活
動
拠

点
と
な
る
「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
」、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

側
面
支
援
を
行
う
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
番
屋
」
な
ど
、
被
災
者

や
被
災
地
の
状
況
を
踏
ま
え
、

盛
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

盛
岡
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
F 

☎
 （6
5
4
）2
1
8
0

老
人
ク
ラ
ブ
訪
問
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「
目め

ハ
両り

ょ
う
し視
セ
ズ
シ
テ
而

し
こ
うシ

テ
明め
い
ナ
リ
。」
と
い
う
原
文
な

が
ら
、
漢
籍
に
し
て
は
、
や
に

現
代
風
な
リ
ア
ル
さ
が
面
白

い
。
思
わ
ず
「
い
か
に
も
」
と

合
点
し
苦
笑
を
禁
じ
え
な
い
。

　

出
典
は
『
荀じ
ゅ
ん
し子
』、
紀
元
前

三
世
紀
末
の
乱
世
に
生
ま
れ
た

趙ち
ょ
うの
人
。
名
は
況

き
ょ
うと
い
い
荀

じ
ゅ
ん

卿け
い
と
尊
そ
ん
し
ょ
う
稱
さ
れ
た
。
思
想
家
と

し
て
は
同
時
代
の
孟も
う
し子
の
性
善

説
に
対
し
て
、
荀
子
は
性
悪
説

と
対
比
さ
れ
知
ら
れ
て
い
る
。

　

注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と

は
、
こ
の
荀
子
の
性
悪
説
を
、

人
間
の
本
性
を
悪
と
し
た
人
間

全
否
定
を
す
る
ほ
ど
の
も
の
で

は
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

本
文
の
大
意
は
、（
目
は
左

右
二
つ
あ
っ
て
も
、
そ
の
二
つ

の
目
が
別
々
の
も
の
を
見
る
た

め
の
二
つ
で
は
な
い
。
か
な
ら

ず
二
つ
で
同
じ
も
の
を
見
る
か

ら
よ
く
見
え
る
の
だ
、
ほ
ん
と

う
の
も
の
が
見
え
る
の
だ
）
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
よ

う
。

　

誰
も
何
と
も
思
わ
ず
気
に
も

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
重
要

な
こ
と
を
と
り
た
て
て
い
る
と

こ
ろ
に
荀
子
ら
し
さ
が
光
っ
て

い
よ
う
。

　

例
え
ば
、荀
子
の
言げ
ん
と
し
て
、

日
本
の
格
言
の
よ
う
に
さ
え
思

わ
れ
て
い
る
、「
青
ハ
之
ヲ
藍

ニ
取
リ
テ
、
藍
ヨ
リ
モ
青
シ
。」

も
荀
子
の
言
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
生
活
の

中
で
も
、「
目
覚
め
」
と
か
「
目

配
り
」「
目
標
」「
目
的
」
と
か

の
言
葉
も
、す
べ
て
「
目
」「
目

か
ら
鱗
が
落
ち
…
」
の
字
の
使

い
方
は
「
心
」
そ
れ
も
〝
真
実
〞

と
い
う
こ
と
で
日
常
的
に
使
わ

れ
て
い
よ
う
。

　

現
に
21
世
紀
に
な
っ
て
、
い

ま
日
本
人
が
何
を
見
て
何
を

思
っ
て
い
る
か
。言
う
な
れ
ば
、

争
い
や
戦
争
ば
か
り
し
、
や
ろ

う
と
し
て
い
る
恐
れ
が
濃
い
世

の
中
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ

う
い
う
重
大
な
こ
と
が
ど
う
な

る
か
の
岐
路
に
直
面
し
て
い
る

こ
と
の
、ま
さ
に《
天て
ん
も
く
ざ
ん

目
山
》（
重

大
な
こ
と
の
最
後
の
分
か
れ
目

の
意
）
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
「
天
目
」
と
は
語
源
的
に
は

「
天
の
目
」（
天
、
即
ち
民
の
心

や
意
思
）
を
意
味
す
る
。
今
日

の
政
治
が
何
を
選
ぶ
か
、
民
意

世せ
じ
ん人
に
問
う
て
い
る
こ
と
と
重

く
受
け
止
め
な
く
て
は
な
る
ま

い
…
…
。

   -
-

　

郵
便
は
が
き
に
あ
な
た
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

希
望
の
商
品
、
ど
こ
で
シ
ニ
ア

ズ
を
見
た
か
、
面
白
か
っ
た
記

事
・
広
告
を
ご
記
入
下
さ
い
。

４
月
15
日
消
印
有
効
で
す
。
商

品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
文
芸
作
品
」

　

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
三
部

門
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
各
回
各
部
門
３
〜
５
編
を

掲
載
予
定
、
毎
月
末
締
め
切
り

で
す
。

　

郵
便
は
が
き
に
三
編
以
内
の

作
品
（
部
門
名
を
明
記
）
を
書

き
、
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年

齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
文
芸
掲
載
作
品
の
作
者
に
は

粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

▼
宛
先
〒
０
２
０
ー
０
０
２
４

盛
岡
市
菜
園
２
丁
目
１
の
９

㈱
ウ
イ
ン
ド
ク
ロ
ス
内

シ
ニ
ア
ズ
編
集
部
読
者
係
ま
で

読
者
の
コ
ー
ナ
ー

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
文
芸
作
品

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

黒
ラ
ベ
ル 

エ
ク
ス
ト
ラ
ブ
リ
ュ
ー
缶

岩
手
銘
醸
の
ど
ぶ
ろ
く

　
　

酒
造
の
と
ら
ま
づ

資
生
堂 

プ
リ
オ
ー
ル

マ
ル
チ
デ
ー
乳
液（
し
っ
と
り
）

　

ど
ぶ
ろ
く
特
有
の
甘
さ
と
酸

味
を
備
え
た
低
ア
ル
コ
ー
ル
で

甘
口
の
お
酒
。
杜
つ
あ
ん
が
酒

　

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
独
自
の
貴

重
な
原
料
を
使
用
し
た
限
定
数

量
し
か
製
造
で
き
な
い
黒
ラ
ベ

ル
の
誕
生
で
す
。
生
ビ
ー
ル
の

「
喉
ご
し
の
う
ま
さ
」と「
壮
快

な
後
味
」に
完
璧
を
目
指
し
ま

し
た
。
350
㎖
24
缶
１
ケ
ー
ス
を

１
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

盛岡市保健福祉部長寿社会課のイベント
■「もりおか老人大学学生募集」
内容：健康や地域文化など、さまざまな分野を学ぶ本
校・分校講座と、地域活動の動機づけや実践について
学ぶ特別講座の2コースを開講。
日時：平成28年6月1日（水）～平成29年1月20日（金）
対象：60歳以上の盛岡市在住の方
場所：各老人福祉センターなど
参加費：無料
募集期間：平成28年4月1日（金）～4月28日（木）
申し込み：長寿社会課、各支所、老人福祉センター等
に備え付けてある入学願書で申し込み下さい。
問合せ：生きがい推進係　℡019-603-8003
■盛岡市マッサージ指導教室
　「介護予防を目的とした集団指導
　『簡単筋力アップ体操等』」
①日時：4月12日（火）、23日（土） 10時15分～12時15分
　場所：愛宕山老人福祉センター（愛宕下）℡624-2208
②日時：4月15日（金）、22日（金） 10時15分～12時15分
　場所：太田老人福祉センター（上太田細工）℡659-2133
③日時：4月1日（金）、15日（金）、29日（金）
　13時30分～15時30分
　場所：青山老人福祉センター（青山三）℡646-1593
④日時：4月28日（木）10時～12時
　場所：都南老人福祉センター（湯沢一）℡638-1122
⑤日時：4月19日（火）13時30分～15時30分
　場所：緑が丘老人福祉センター（緑が丘三）℡661-8236
参加費：無料（タオル・飲み物持参）　定員：25人
対象：概ね60歳以上の方（申込み不要）
問合せ：生きがい推進係　℡019-603-8003

■はなまるシニア筋力アップ教室
①日時：4月12日（火）10時～11時30分
　場所：青山地区活動センター 3階 ホール
②日時：4月19日（火）13時30分～15時
　場所：盛岡市保健所 1階 プレイルーム
③日時：4月26日（火）13時30分～15時
　場所：高松地区保健センター ホール
参加費：無料（中ズック・タオル・飲み物持参）
対象：概ね65歳以上の方（申込み不要）
内容：簡単筋力アップ体操
問合せ：地域ケア係　℡019-613-8144

■岩手朝日テレビ開局20周年記念事業
　Canon Presents「ウィーン少年合唱団」
日時：5月5日（木） 15時開演（14時30分開場）　場所：盛岡市民文化ホール 大ホール
前売り券：S席6,000円/A席5,000円/B席4,000円 当日券は各500円増しとなります。
問合せ・チケット予約：盛岡市民文化ホール ℡019-621-5100　岩手朝日テレビ ℡019-629-2930
▶  『読者プレゼント』
シニアズ読者ご招待：抽選で1名様に「S席ペアチケット」をプレゼント。ご希望の方は郵便はがきに「S
席ペアチケット希望」と書いてご応募下さい。応募方法は読者プレゼントコーナーをご参照下さい。
■食と健康のエキスパートが、食と健康についてお話しします
　「笑真笑銘の健康法～あなたの人生は食で決まる～」
日時：4月24日（日） 13時30分～15時30分(受付13：00～) 
会場：マリオス18階 181会議室　参加費：無料 
講師：真山 政文　（株）玄米酵素 専務取締役　一般財団法人 食と健康財団理事
問合せ：（株）玄米酵素 仙台営業所 ℡022-774-2345
■岩手県有機農業連絡協議会・第2回総会 記念シンポジウム
　「食が変わると、人も社会も変わる」
日時：3月31日（木） 13時開場　13時30分開演～16時30分終了 
会場：盛岡駅西口アイーナ8階 会議室804号（定員300人）　参加費：無料
講師：大塚 貢
問合せ：℡090-3230-1439（担当：日野）

イベント情報

▼
応
募
方
法

「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

蔵
の
奥
で
ト
ロ
リ
ト
ロ
リ
と
仕

込
ん
だ
隠
し
酒
。
720
㎖
入
り
を

３
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

朝
、
化
粧
水
後
１
本
で
肌
つ

や
完
了
。
保
湿
ケ
ア
・
U
V

カ
ッ
ト
化
粧
下
地
が
１
本
に
。

夕
方
ま
で
う
る
お
い
、
つ
や
肌

を
守
り
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に

不
足
し
が
ち
な
う
る
お
い
を
充

実
補
給
。
35
㎖
入
り
を
３
名
様

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
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岩手産機械式腕時計が大人気

対
し
、「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
」

の
ハ
イ
ビ
ー
ト
モ
デ
ル
は
、
１

時
間
当
た
り
３
６
０
０
０
振
動

と
高
精
度
で
安
定
性
を
保
ち
、

さ
ら
に
部
品
の
消
耗
も
克
服
し

て
い
ま
す
。

　

特
に
人
気
の
あ
る
モ
デ
ル
は

「
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
イ
ブ
」
で

す
。
機
械
式
時
計
と
ク
オ
ー
ツ

式
時
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
融
合

す
る
こ
と
で
、
ク
オ
ー
ツ
並
み

の
日
差
±
１
秒
を
実
現
し
た
時

計
。
ス
ー
ッ
と
流
れ
る
よ
う
な

秒
針
の
動
き
が
人
気
で
す
。

　
「
記
念
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
や
日

付
も
刻
印
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
来
店
頂
き
、
ス
タ
ッ
フ

に
い
ろ
い
ろ
尋
ね
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
話
す
の
は
、
道
又
時

計
店　

営
業
部
長
の
田
沼
徹
也

さ
ん
。
あ
な
た
に
お
似
合
い
の

一
本
が
有
る
は
ず
で
す
。

㈱
道
又
時
計
店

℡
0
1
9)

6
5
1(

1
2
3
4

　

世
界
で
初

め
て
ク
ー
オ

ツ
式
腕
時
計

を
世
に
送
り

出
し
た
セ
イ

コ
ー
は
、
機

械
式
腕
時
計

と
よ
ば
れ
る

手
巻
き
・
自

動
巻
き
の
分

野
で
も
、
世

界
の
ト
ッ
プ

に
君
臨
し
続

け
て
い
ま

す
。
そ
の
最
も
代
表
的
な
製
品

が
雫
石
町
の
盛
岡
セ
イ
コ
ー
で

製
造
さ
れ
て
い
る「
グ
ラ
ン
ド

セ
イ
コ
ー
」で
す
。

　

55
年
前
に
初
め
て
登
場
し
て

以
来
、「
長
く
使
い
続
け
ら
れ

る
腕
時
計
と
し
て
、
当
店
で
海

外
ブ
ラ
ン
ド
を
上
回
る
人
気
」

で
す
。「
グ
ラ
ン
ド
セ
イ
コ
ー
」

全
モ
デ
ル
の
取
り
扱
い
が
で

き
る
県
内
唯
一
の「
マ
ス
タ
ー

シ
ョ
ッ
プ
」は
道
又
時
計
店
。　

　

自
動
巻
き
時
計
の
内
部
で
コ

マ
の
よ
う
に
動
く
部
品
の
振
動

数
が
、
普
通
の
自
動
巻
き
と
呼

ば
れ
る
製
品
で
は
、
１
時
間
当

た
り
２
８
８
０
０
振
動
な
の
に
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人生と歩むグランドセイコー

　

銅
板
細
工
の
作
家
井
上
正
美

さ
ん
は
、
本
業
の
塗
装
業
の
合

い
間
に
製
作
し
た
作
品
が
評
判

を
呼
び
、
県
内
は
も
と
よ
り
国

内
外
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
自

宅
兼
工
房
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

昭
和
12
年
１
月
、
塗
装
業
を

営
む
横
浜
市
の
実
家
で
５
人
兄

弟
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
井

上
さ
ん
は
、
小
・
中
・
高
と
地

元
で
過
ご
し
、
渋
谷
区
に
創
立

さ
れ
た
ば
か
り
の
最
先
端
の
研

究
所
に
進
み
ま
し
た
。
ド
イ
ツ

の
デ
ザ
イ
ン
学
校
・
バ
ウ
ハ
ウ

ス
を
モ
デ
ル
に
し
て
発
足
さ
れ

た
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
、
日
本
初
に
し
て

最
先
端
の
学
校
、
桑
沢
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア

ル
・
デ
ザ
イ
ン
科
を
修
了
し
た

井
上
さ
ん
は
、
家
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。

　

鹿
島
建
設
に
勤
務
す
る
兄
が

松
尾
鉱
山
で
仕
事
を
し
て
い
た

際
、
岩
手
へ
遊
び
に
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
井
上
さ
ん
は
、

父
の
急
逝
で
急
き
ょ
家
業
の
後

を
継
ぎ
横
浜
へ
戻
っ
た
兄
の
代

わ
り
に
、
岩
手
に
残
り
盛
岡
で

塗
装
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

新
築
中
の
岩
手
医
科
大
学
歯

学
部
の
現
場
で
、
余
っ
た
大
中

小
の
銅
パ
イ
プ
を
見
て
「
こ
れ

を
使
っ
て
何
か
作
れ
な
い
か

な
」
と
思
っ
た
井
上
さ
ん
の
頭

の
中
に
は
、
桑
島
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
で
培
っ
た
創
作
意
欲
が
ム

ク
ム
ク
と
湧
き
上
が
り
、
海
外

の
童
話
作
家
の
作
品
や
宮
沢
賢

治
さ
ん
の
童
話
の
登
場
人
物
を

モ
チ
ー
フ
に
、
本
業
の
合
い
間

に
短
時
間
で
様
々
な
銅
板
細
工

の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
の
銅
板
細
工
は
、

設
計
図
は
一
切
無
く
、
全
て

頭
に
浮
か
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
で
、

パ
ー
ツ
パ
ー
ツ
を
作
り
一
気
に

組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
、
正
に

職
人
芸
。
置
物
で
は
な
く
、
何

か
を
訴
え
る
よ
う
な
、
そ
れ
で

い
て
ク
ス
ッ
と
笑
え
る
よ
う
な

作
品
が
評
判
を
呼
び
ま
し
た
。

メ
ル
ヘ
ン
な
童
話
作
品
の
登
場

人
物
だ
け
で
は
な
く
、
医
者
の

往
診
鞄
を
銅
板
細
工
で
模
し
て

郵
便
受
け
に
し
た
り
、ギ
タ
ー
、

チ
ェ
ロ
な
ど
の
楽
器
か
ら
、
動

物
・
乗
り
物
・
み
ち
の
く
ミ
ス

テ
リ
ー
映
画
祭
の
ト
ロ
フ
ィ
ー

も
手
が
け
ま
し
た
。
銀
座
松
坂

屋
で
展
覧
会
を
開
い
た
時
に

は
、
芸
能
界
や
政
財
界
の
著
名

人
も
駆
け
つ
け
、
高
円
宮
様
の

ご
自
宅
へ
も
井
上
さ
ん
の
作
品

が
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

俳
優
の
石
坂
浩
二
さ
ん
が
館

長
を
務
め
る
伊
豆
高
原
に
あ
る

「
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ス

ミ
ス
絵
本
美
術
館
」
の
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
の
銅
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

も
井
上
さ
ん
の
作
品
で
す
。

井
上
さ
ん
は
、
14
年
前
に
大

病
を
し
て
か
ら
は
、
な
か
な
か

以
前
の
よ
う
に
は
で
き
な
い
そ

う
で
す
が
、
コ
ツ
コ
ツ
と
マ
イ

ペ
ー
ス
で
作
品
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

銅
板
細
工
に
魅
せ
ら
れ
て

盛
岡
市
東
山
２
丁
目  
井
上
正
美
さ
ん
（
79
）

銅
パ
イ
プ
余
材

見
て
創
作
意
欲

イ
メ
ー
ジ
を
そ

の
ま
ま
作
品
に




